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(57)【要約】
【課題】起動時における表示品位の低下を回避すること
ができる表示装置を実現する。
【解決手段】データ信号線駆動回路の出力アンプの出力
とデータ信号線との間を接続するスイッチを備えており
、同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧
を印加する交流駆動を行い、装置電源の投入後の第１フ
レーム（Ｆ１）において、上記スイッチをＯＦＦ状態と
するとともに電源回路によりコモン電位（Ｖｃｏｍ）を
立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行
については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素
の選択期間が終了した後に、補助容量電位（Ｖｃｓ１、
Ｖｃｓ３）に上昇する変化を与えて、絵素電極電位（Ｖ
ｄｒ１、Ｖｄｒ３）をコモン電位よりも高くし、負極性
の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応
する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了
した後に、補助容量電位（Ｖｃｓ２、Ｖｃｓｎ）に変化
を与えない。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補助容量配線を備えたアクティブマトリクス型の表示装置であって、
　データ信号線駆動回路の出力アンプの出力とデータ信号線との間を接続するスイッチを
備えており、
　同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、
　装置電源の投入後の第１フレームにおいて、上記スイッチをＯＦＦ状態とするとともに
電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行につ
いては、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量
電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位をコモン電位よりも高くし、負極性の液晶印
加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選
択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えないことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　補助容量配線を備えたアクティブマトリクス型の表示装置であって、
　同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、
　装置電源の投入後の第１フレームにおいて、データ信号線駆動回路の出力アンプをハイ
インピーダンス状態とするとともに電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶
印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の
選択期間が終了した後に、補助容量電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位を立ち上
がった上記コモン電位よりも高くし、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行につい
ては、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電
位に変化を与えないことを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　立ち上がった上記コモン電位をＶｃｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の
立ち上げによって得られる絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、第２
フレーム以降におけるノーマリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ
－としたとき、
　Ｖｃｏｍｏｐ＞２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）
の関係が成立することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　上記第１フレームにおいて上記コモン電位の立ち上げによって得られる絵素電極電位ま
たはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、上記第１フレームにおいて補助容量電位に上記
上昇する変化を与えたときの絵素電極電位の変化量をΔＶ２、第２フレーム以降における
ノーマリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、
　Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項５】
　立ち上がった上記コモン電位をＶｃｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の
立ち上げによって得られる絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、上記
第１フレームにおいて補助容量電位に上記上昇する変化を与えたときの絵素電極電位の変
化量をΔＶ２、第２フレーム以降におけるノーマリ表示の負極性の階調データに対応する
データ信号電位をＶ－としたとき、
　２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）＜Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項６】
　補助容量配線を備えるとともに、データ信号線駆動回路の出力アンプの出力とデータ信
号線との間を接続するスイッチを備えたアクティブマトリクス型の表示装置を駆動する、
表示装置の駆動方法であって、
　同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、
　装置電源の投入後の第１フレームにおいて、上記スイッチをＯＦＦ状態とするとともに
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電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行につ
いては、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量
電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位を立ち上がった上記コモン電位よりも高くし
、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に
対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えないことを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　補助容量配線を備えたアクティブマトリクス型の表示装置を駆動する、表示装置の駆動
方法であって、
　同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、
　装置電源の投入後の第１フレームにおいて、データ信号線駆動回路の出力アンプをハイ
インピーダンス状態とするとともに電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶
印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の
選択期間が終了した後に、補助容量電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位を立ち上
がった上記コモン電位よりも高くし、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行につい
ては、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電
位に変化を与えないことを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　立ち上がった上記コモン電位をＶｃｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の
立ち上げによって得られる絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、第２
フレーム以降におけるノーマリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ
－としたとき、
　Ｖｃｏｍｏｐ＞２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）
の関係が成立することを特徴とする請求項６または７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　上記第１フレームにおいて上記コモン電位の立ち上げによって得られる絵素電極電位ま
たはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、上記第１フレームにおいて補助容量電位に上記
上昇する変化を与えたときの絵素電極電位の変化量をΔＶ２、第２フレーム以降における
ノーマリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、
　Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴とする請求項６または７に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　立ち上がった上記コモン電位をＶｃｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の
立ち上げによって得られる絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、上記
第１フレームにおいて補助容量電位に上記上昇する変化を与えたときの絵素電極電位の変
化量をΔＶ２、第２フレーム以降におけるノーマリ表示の負極性の階調データに対応する
データ信号電位をＶ－としたとき、
　２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）＜Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴とする請求項６または７に記載の表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、補助容量配線を駆動する表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ゲートライン反転駆動のような同じ行の表示データの極性が互いに同じとなる交流駆動
が行われる液晶表示装置では、各行に配置された補助容量配線を行ごとに駆動することに
より、データ信号電位範囲を狭めながら、液晶印加電圧を大きくすることができる利点が
ある。
【０００３】
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　図６に、このような補助容量配線を駆動する液晶表示装置が備える絵素ＰＩＸの構成例
を等価回路で示す。
【０００４】
　絵素ＰＩＸは、絵素ＰＩＸの選択素子としてのＴＦＴ１０１、液晶容量ＣＬ、および、
補助容量Ｃｓを備えている。ＴＦＴ１０１のゲートはゲートラインＧＬに、ソースはソー
スラインＳＬに、ドレインは絵素電極１０２に、それぞれ接続されている。液晶容量ＣＬ
は、絵素電極１０２と対向電極ＣＯＭとの間に液晶層が配置されてなる容量である。補助
容量Ｃｓは、絵素電極１０２と補助容量配線ＣＳＬとの間に絶縁膜が配置されてなる容量
である。対向電極ＣＯＭにはコモン電位Ｖｃｏｍが印加され、補助容量配線ＣｓＬにはＨ
ｉｇｈレベルとＬｏｗレベルとからなる補助容量電位Ｖｃｓが印加される。また、絵素Ｐ
ＩＸが備える寄生容量として、例えば絵素電極１０２と走査信号線ＧＬとの間に寄生容量
Ｃｇｄが形成される。
【０００５】
　上記構成の絵素ＰＩＸにおいて、ＴＦＴ１０１をＯＮ状態として絵素電極１０２にデー
タ信号電位を書き込んでＴＦＴ１０１をＯＦＦ状態にした後に、当該絵素ＰＩＸに割り当
てられている補助容量配線ＣｓＬに印加される補助容量電位Ｖｃｓを、Ｌｏｗレベルから
Ｈｉｇｈレベルに変化させると、図７に示すように、補助容量Ｃｓを介して絵素電極電位
ＶｄｒがＶ＋からＶ＋’に突き上げられる。従って、このときの突き上げ量ΔＶ＋によっ
てＶ＋’となった絵素電極電位Ｖｄｒがコモン電位Ｖｃｏｍから正の向きに離れるように
、コモン電位Ｖｃｏｍ、補助容量Ｃｓ、補助容量電位Ｖｃｓを設定しておけば、供給され
た正極性のデータ信号電位が低くても、正極性の十分な大きさの液晶印加電圧ＶＬＣ＋を
得ることができる。なお、Ｖ＋は階調レベルに応じて決められ、必ずしもコモン電位Ｖｃ
ｏｍより低くなくてよい。
【０００６】
　また、絵素電極１０２にデータ信号電位を書き込んでＴＦＴ１０１をＯＦＦ状態にした
後に、補助容量電位Ｖｃｓを、ＨｉｇｈレベルからＬｏｗレベルに変化させると、図７に
示すように、補助容量Ｃｓを介して絵素電極電位ＶｄｒがＶ－からＶ－’に突き下げられ
る。従って、このときの突き下げ量ΔＶ－によってＶ－’となった絵素電極電位Ｖｄｒが
コモン電位Ｖｃｏｍから負の向きに離れるように、補助容量Ｃｓや補助容量電位Ｖｃｓを
設定しておけば、供給された負極性のデータ信号電位が高くても、負極性の十分な大きさ
の液晶印加電圧ＶＬＣ－を得ることができる。なお、Ｖ－は階調レベルに応じて決められ
、必ずしもコモン電位Ｖｃｏｍより高くなくてよい。
【０００７】
　従って、コモン電位Ｖｃｏｍを中心に挟むように分布させた正極性のデータ信号電位と
負極性のデータ信号電位とを絵素ＰＩＸに書き込むことにより得られる絵素電極電位Ｖｄ
ｒをそのまま用いる場合よりも、正極性と負極性とを合わせた全体のデータ信号電位範囲
Ｖｒａｎｇｅを狭くすることができる。これにより階調基準電圧を生成する電源電圧を低
くすることができるので、液晶表示装置の低消費電力化および駆動の高周波化を図ること
ができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－４９８４９号公報（２００５年２月２４日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記従来の液晶表示装置では、電源投入時の表示品位が低下する問題が
発生する。以下に、これについて説明する。
【００１０】
　図８に、液晶表示装置の起動時の動作波形を示す。
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【００１１】
　この場合に、液晶表示装置はノーマリブラックでありゲートライン反転駆動されるもの
とする。図８には液晶表示装置の電源投入開始から２フレーム目までの、各行についての
駆動波形が示されている。
【００１２】
　まず、時刻ｔ０で装置電源の投入が行われて電源投入期間Ｔｂが経過すると、時刻ｔ１
において制御信号ｓ０がアクティブになることにより、各水平期間にソースドライバのデ
ータ信号出力端子とソースラインＳＬとの間を接続する各ソーススイッチがＯＮ状態に駆
動可能となる、表示期間に移行する。同時に、電源回路による補助容量電源電位Ｅｃｓお
よびコモン電位Ｖｃｏｍの立ち上げが行われる。
【００１３】
　表示期間ではまず時刻ｔ１で第１フレームＦ１が開始される。第１フレームＦ１におい
ては、データ信号電位極性ＰＯＬに従って、１行目の絵素ＰＩＸに書き込む表示データを
正極性とし、次行以降は１行ずつ表示データの極性を反転させていくものとする。次フレ
ーム以降は、各行の絵素ＰＩＸに書き込む表示データの極性を、直前フレームの極性に対
して反転させる。液晶表示装置がノーマリブラックであるので、表示期間が開始されてか
ら所定フレームまでは、表示データとして、正極性、負極性とも黒表示のデータ信号電位
Ｖｄａが各絵素ＰＩＸに供給される。
【００１４】
　装置電源が投入される時刻ｔ０までの電源ＯＦＦ状態において、絵素電極１０２は、ハ
イインピーダンス状態にあるＴＦＴ１０１、ソースラインＳＬ、および、ハイインピーダ
ンス状態にあるソースドライバの出力スイッチを介して概ねＧＮＤ電位に落ち着いている
。時刻ｔ１でコモン電位Ｖｃｏｍが立ち上がるにつれ、絵素電極電位Ｖｄｒ１は、液晶容
量ＣＬを介したコモン電位Ｖｃｏｍの変動の影響を受けて、Ｖｃｏｍｏｐ（例えば１Ｖ）
まで上昇する。従って、１行目のゲートラインＧＬ１に走査信号Ｖｇ１としてゲートハイ
電位Ｖｇｈが供給されると、絵素電極１０２には絵素電極電位Ｖｄｒ１がＶｃｏｍｏｐの
値にある状態から正極性の黒表示のデータ信号電位Ｖｄａ（例えば０．２Ｖ）の書き込み
が開始される。データ信号電位Ｖｄａの書き込み後の絵素電極電位Ｖｄｒは、図７にＶ＋
（例えば０．２Ｖ）で示したように、立ち上がったコモン電位Ｖｃｏｍ（例えば２Ｖ）よ
りも低いが、走査信号Ｖｇ１がゲートロー電位Ｖｇｌに立ち下がってデータ信号電位Ｖｄ
ａの書き込みが終了すると、１行目の補助容量配線ＣＳＬ１に印加される補助容量電位Ｖ
ｃｓ１が、それまでのＬｏｗレベル（Ｖｃｓｌ）からＨｉｇｈレベル（Ｖｃｓｈ）へと変
化する。これにより、絵素電極電位Ｖｄｒ１はΔＶ＋（例えば２Ｖ）だけ突き上げられて
、Ｖ＋’（例えば２．２Ｖ）で示すようにコモン電位Ｖｃｏｍよりも高いレベルになる。
このときの絵素電極電位Ｖｄｒ１とコモン電位Ｖｃｏｍとの電位差（Ｖ＋’）－Ｖｃｏｍ
＝０．２Ｖが黒表示レベルの液晶印加電圧ＶＬＣ＋となることで、１行目の黒表示が行わ
れる。
【００１５】
　続いて、図８において、次の水平期間に移り、２行目のゲートラインＧＬ２に走査信号
Ｖｇ２としてゲートハイ電位Ｖｇｈが供給されると、絵素電極１０２には絵素電極電位Ｖ
ｄｒ２がＶｃｏｍｏｐの値にある状態から負極性の黒表示のデータ信号電位Ｖｄａ（例え
ば３．８Ｖ）の書き込みが開始される。データ信号電位Ｖｄａの書き込み後の絵素電極電
位Ｖｄｒは、図７にＶ－（例えば３．８Ｖ）で示すように、立ち上がったコモン電位Ｖｃ
ｏｍ（例えば２Ｖ）よりも高い。ここで、走査信号Ｖｇ１がゲートロー電位Ｖｇｌに立ち
下がってデータ信号電位Ｖｄａの書き込みが終了すると、１行目の補助容量配線ＣＳＬ１
に印加される補助容量電位Ｖｃｓ１が、それまでのＬｏｗレベル（Ｖｃｓｌ：ここではＧ
ＮＤ電位）を継続するので、液晶印加電圧は図７に示すように正極性の電圧（ＶＬＣ１－
）＝（Ｖ－）－Ｖｃｏｍ＝１．８Ｖとなって、通常動作時の液晶印加電圧ＶＣＬ－とは異
なる。
【００１６】



(6) JP 2010-217582 A 2010.9.30

10

20

30

40

50

　以降、各水平期間が順次経過するに伴い、奇数行目の絵素ＰＩＸには１行目の絵素ＰＩ
Ｘと同じように、また、偶数行目の絵素ＰＩＸには２行目の絵素ＰＩＸと同じように、デ
ータ信号電位が書き込まれていく。
【００１７】
　時刻ｔ２からは第２フレームＦ２が開始され、第１フレームＦ１と同様に黒表示のデー
タ信号が供給されるとすると、奇数行目の絵素ＰＩＸには負極性のデータ信号電位Ｖｄａ
が書き込まれるとともに、偶数行目の絵素ＰＩＸには正極性のデータ信号電位Ｖｄａが書
き込まれる。
【００１８】
　ここで、負極性のデータ信号電位Ｖｄａの書き込みについては、走査信号Ｖｇ１がゲー
トロー電位Ｖｇｌに立ち下がってデータ信号電位Ｖｄａの書き込みが終了すると、補助容
量配線ＣＳＬに印加される補助容量電位Ｖｃｓが、それまでのＨｉｇｈレベル（Ｖｃｓｈ
）からＬｏｗレベル（Ｖｃｓｌ）へと変化する。これにより、絵素電極電位Ｖｄｒは図７
に示すようにΔＶ－（例えば２Ｖ）だけ突き下げられて、Ｖ－’（例えば１．８Ｖ）で示
すようにコモン電位Ｖｃｏｍ（例えば２Ｖ）よりも低いレベルになる。このときの絵素電
極電位Ｖｄｒ１とコモン電位Ｖｃｏｍとの電位差Ｖｃｏｍ－（Ｖ－’）＝０．２Ｖが黒表
示レベルの液晶印加電圧ＶＬＣ－となることで黒表示が行われる。
【００１９】
　このようにして、次フレーム以降は、フレームごとに表示データの極性を反転させなが
ら第２フレームＦ２と同様に表示が行われる。
【００２０】
　しかしながら、上述したように、第１フレームＦ１において、負極性の黒表示を行う目
的でデータ信号電位Ｖｄａを書き込んだ絵素ＰＩＸについては、補助容量電位Ｖｃｓが電
源起動時からＬｏｗレベル（Ｖｃｓｌ＝ＧＮＤ電位）であって、絵素電極電位Ｖｄｒの突
き下げを行うための補助容量電位ＶｃｓのＨｉｇｈレベルからＬｏｗレベルへの変化を与
えることができない。このとき、負極性のデータ信号電位が書き込まれた絵素ＰＩＸの液
晶印加電圧は（ＶＬＣ１－）＝１．８Ｖと大きくなるため、当該絵素ＰＩＸの実際の表示
はグレー表示となる。この結果、第１フレームＦ１の表示画面には、図９に示すように黒
表示の行とグレー表示の行とからなる縞模様が表示される。これは、視覚的には一瞬白く
フラッシュする画面となり、表示品位が低下してしまう。
【００２１】
　なお、特許文献１には第１フレームよりも前の時点での横筋を解消する技術が開示され
ているが、第１フレームにおける上記縞模様を解消することはできない。
【００２２】
　以上のように、補助容量配線を駆動する従来の液晶表示装置には、装置の起動時に表示
品位が低下するという問題があった。
【００２３】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされたものであり、その目的は、装置の起動時に
おける表示品位の低下を回避することのできる表示装置および表示装置の駆動方法を実現
することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、補助容量配線を備えたアクティブマ
トリクス型の表示装置であって、データ信号線駆動回路の出力アンプの出力とデータ信号
線との間を接続するスイッチを備えており、同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶
印加電圧を印加する交流駆動を行い、装置電源の投入後の第１フレームにおいて、上記ス
イッチをＯＦＦ状態とするとともに電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶
印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の
選択期間が終了した後に、補助容量電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位をコモン
電位よりも高くし、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上
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記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えな
いことを特徴としている。
【００２５】
　上記の発明によれば、第１フレームにおいては、スイッチをＯＦＦ状態としたまま絵素
を選択し、データ信号はデータ信号線に出力されない。この状態で電源回路によりコモン
電位を立ち上げると、絵素電極電位およびデータ信号線の電位がコモン電位よりも低いあ
る電位まで上昇する。そして、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、
選択期間の終了後に補助容量電位を上昇させて絵素電極電位をコモン電位よりも高くする
ことにより、正極性の液晶印加電圧を得る。また、負極性の液晶印加電圧が印加される絵
素の行については、絵素の選択期間の終了後に補助容量電位に変化を与えないことにより
、負極性の液晶印加電圧を得る。
【００２６】
　上記の正極性の液晶印加電圧と上記の負極性の液晶印加電圧とは、設計により互いに大
きさを調節することができるので、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示の
ものから逸脱しないように設定することができる。これにより、両階調の表示の階調レベ
ルがほぼ等しくなり、全体的に均一なノーマリ表示画面を得ることができる。
【００２７】
　以上により、起動時における表示品位の低下を回避することができる表示装置を実現す
ることができるという効果を奏する。
【００２８】
　本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、補助容量配線を備えたアクティブマ
トリクス型の表示装置であって、同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を
印加する交流駆動を行い、装置電源の投入後の第１フレームにおいて、データ信号線駆動
回路の出力アンプの出力をハイインピーダンス状態とするとともに電源回路によりコモン
電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記
補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に上昇する変化を
与えて、絵素電極電位を立ち上がった上記コモン電位よりも高くし、負極性の液晶印加電
圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期
間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えないことを特徴としている。
【００２９】
　上記の発明によれば、第１フレームにおいては、データ信号線駆動回路の出力アンプの
出力をハイインピーダンス状態としたまま絵素を選択し、データ信号はデータ信号線に出
力されない。この状態で電源回路によりコモン電位を立ち上げると、絵素電極電位および
データ信号線の電位がコモン電位よりも低いある電位まで上昇する。そして、正極性の液
晶印加電圧が印加される絵素の行については、選択期間の終了後に補助容量電位を上昇さ
せて絵素電極電位をコモン電位よりも高くすることにより、正極性の液晶印加電圧を得る
。また、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、絵素の選択期間の終了
後に補助容量電位に変化を与えないことにより、負極性の液晶印加電圧を得る。
【００３０】
　上記の正極性の液晶印加電圧と上記の負極性の液晶印加電圧とは、設計により互いに大
きさを調節することができるので、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示の
ものから逸脱しないように設定することができる。これにより、両階調の表示の階調レベ
ルがほぼ等しくなり、全体的に均一なノーマリ表示画面を得ることができる。
【００３１】
　以上により、起動時における表示品位の低下を回避することができる表示装置を実現す
ることができるという効果を奏する。
【００３２】
　本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、立ち上がった上記コモン電位をＶｃ
ｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の立ち上げによって得られる絵素電極電
位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、第２フレーム以降におけるノーマリ表示の
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負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、Ｖｃｏｍｏｐ＞２Ｖｃ
ｏｍ－（Ｖ－）の関係が成立することを特徴としている。
【００３３】
　上記の発明によれば、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示のものから逸
脱しないように容易に設定することができるという効果を奏する。
【００３４】
　本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、上記第１フレームにおいて上記コモ
ン電位の立ち上げによって得られる絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏ
ｐ、上記第１フレームにおいて補助容量電位に上記上昇する変化を与えたときの絵素電極
電位の変化量をΔＶ２、第２フレーム以降におけるノーマリ表示の負極性の階調データに
対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２の関係が成
立することを特徴としている。
【００３５】
　上記の発明によれば、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示のものから逸
脱しないように容易に設定することができるという効果を奏する。
【００３６】
　本発明の表示装置は、上記課題を解決するために、立ち上がった上記コモン電位をＶｃ
ｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の立ち上げによって得られる絵素電極電
位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、上記第１フレームにおいて補助容量電位に
上記上昇する変化を与えたときの絵素電極電位の変化量をΔＶ２、第２フレーム以降にお
けるノーマリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、
　２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）＜Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴としている。
【００３７】
　上記の発明によれば、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示のものから逸
脱しないように容易にかつ非常に適切に設定することができるという効果を奏する。
【００３８】
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、補助容量配線を備えると
ともに、データ信号線駆動回路の出力アンプの出力とデータ信号線との間を接続するスイ
ッチを備えたアクティブマトリクス型の表示装置を駆動する、表示装置の駆動方法であっ
て、同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、装
置電源の投入後の第１フレームにおいて、上記スイッチをＯＦＦ状態とするとともに電源
回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行について
は、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位
に上昇する変化を与えて、絵素電極電位を立ち上がった上記コモン電位よりも高くし、負
極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対し
て、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えないことを特徴としてい
る。
【００３９】
　上記の発明によれば、第１フレームにおいては、スイッチをＯＦＦ状態としたまま絵素
を選択し、データ信号はデータ信号線に出力されない。この状態で電源回路によりコモン
電位を立ち上げると、絵素電極電位およびデータ信号線の電位がコモン電位よりも低いあ
る電位まで上昇する。そして、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、
選択期間の終了後に補助容量電位を上昇させて絵素電極電位をコモン電位よりも高くする
ことにより、正極性の液晶印加電圧を得る。また、負極性の液晶印加電圧が印加される絵
素の行については、絵素の選択期間の終了後に補助容量電位に変化を与えないことにより
、負極性の液晶印加電圧を得る。
【００４０】
　上記の正極性の液晶印加電圧と上記の負極性の液晶印加電圧とは、設計により互いに大
きさを調節することができるので、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示の
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ものから逸脱しないように設定することができる。これにより、両階調の表示の階調レベ
ルがほぼ等しくなり、全体的に均一なノーマリ表示画面を得ることができる。
【００４１】
　以上により、起動時における表示品位の低下を回避することができる表示装置の駆動方
法を実現することができるという効果を奏する。
【００４２】
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、補助容量配線を備えたア
クティブマトリクス型の表示装置を駆動する、表示装置の駆動方法であって、同じ行の全
ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、装置電源の投入後
の第１フレームにおいて、データ信号線駆動回路の出力アンプの出力をハイインピーダン
ス状態とするとともに電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印
加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終
了した後に、補助容量電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位を立ち上がった上記コ
モン電位よりも高くし、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応す
る上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与
えないことを特徴としている。
【００４３】
　上記の発明によれば、第１フレームにおいては、データ信号線駆動回路の出力アンプの
出力をハイインピーダンス状態としたまま絵素を選択し、データ信号はデータ信号線に出
力されない。この状態で電源回路によりコモン電位を立ち上げると、絵素電極電位および
データ信号線の電位がコモン電位よりも低いある電位まで上昇する。そして、正極性の液
晶印加電圧が印加される絵素の行については、選択期間の終了後に補助容量電位を上昇さ
せて絵素電極電位をコモン電位よりも高くすることにより、正極性の液晶印加電圧を得る
。また、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、絵素の選択期間の終了
後に補助容量電位に変化を与えないことにより、負極性の液晶印加電圧を得る。
【００４４】
　上記の正極性の液晶印加電圧と上記の負極性の液晶印加電圧とは、設計により互いに大
きさを調節することができるので、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示の
ものから逸脱しないように設定することができる。これにより、両階調の表示の階調レベ
ルがほぼ等しくなり、全体的に均一なノーマリ表示画面を得ることができる。
【００４５】
　以上により、起動時における表示品位の低下を回避することができる表示装置の駆動方
法を実現することができるという効果を奏する。
【００４６】
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、立ち上がった上記コモン
電位をＶｃｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の立ち上げによって得られる
絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、第２フレーム以降におけるノー
マリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、Ｖｃｏｍｏ
ｐ＞２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）の関係が成立することを特徴としている。
【００４７】
　上記の発明によれば、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示のものから逸
脱しないように容易に設定することができるという効果を奏する。
【００４８】
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、上記第１フレームにおい
て上記コモン電位の立ち上げによって得られる絵素電極電位またはデータ信号線の電位を
Ｖｃｏｍｏｐ、上記第１フレームにおいて補助容量電位に上記上昇する変化を与えたとき
の絵素電極電位の変化量をΔＶ２、第２フレーム以降におけるノーマリ表示の負極性の階
調データに対応するデータ信号電位をＶ－としたとき、Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴としている。
【００４９】
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　上記の発明によれば、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示のものから逸
脱しないように容易に設定することができるという効果を奏する。
【００５０】
　本発明の表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、立ち上がった上記コモン
電位をＶｃｏｍ、上記第１フレームにおいて上記コモン電位の立ち上げによって得られる
絵素電極電位またはデータ信号線の電位をＶｃｏｍｏｐ、上記第１フレームにおいて補助
容量電位に上記上昇する変化を与えたときの絵素電極電位の変化量をΔＶ２、第２フレー
ム以降におけるノーマリ表示の負極性の階調データに対応するデータ信号電位をＶ－とし
たとき、
　２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）＜Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２
の関係が成立することを特徴としている。
【００５１】
　上記の発明によれば、両極性の液晶印加電圧の階調レベルをノーマリ表示のものから逸
脱しないように容易にかつ非常に適切に設定することができるという効果を奏する。
【発明の効果】
【００５２】
　本発明の表示装置は、以上のように、補助容量配線を備えたアクティブマトリクス型の
表示装置であって、データ信号線駆動回路の出力アンプの出力とデータ信号線との間を接
続するスイッチを備えており、同じ行の全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印
加する交流駆動を行い、装置電源の投入後の第１フレームにおいて、上記スイッチをＯＦ
Ｆ状態とするとともに電源回路によりコモン電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印
加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終
了した後に、補助容量電位に上昇する変化を与えて、絵素電極電位をコモン電位よりも高
くし、負極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配
線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えない。
【００５３】
　以上により、起動時における表示品位の低下を回避することができる表示装置を実現す
ることができるという効果を奏する。
【００５４】
　本発明の表示装置の駆動方法は、以上のように、補助容量配線を備えるとともに、デー
タ信号線駆動回路の出力アンプの出力とデータ信号線との間を接続するスイッチを備えた
アクティブマトリクス型の表示装置を駆動する、表示装置の駆動方法であって、同じ行の
全ての絵素に互いに同じ極性の液晶印加電圧を印加する交流駆動を行い、装置電源の投入
後の第１フレームにおいて、上記スイッチをＯＦＦ状態とするとともに電源回路によりコ
モン電位を立ち上げ、正極性の液晶印加電圧が印加される絵素の行については、対応する
上記補助容量配線に対して、絵素の選択期間が終了した後に、補助容量電位に上昇する変
化を与えて、絵素電極電位を立ち上がった上記コモン電位よりも高くし、負極性の液晶印
加電圧が印加される絵素の行については、対応する上記補助容量配線に対して、絵素の選
択期間が終了した後に、補助容量電位に変化を与えない。
【００５５】
　以上により、起動時における表示品位の低下を回避することができる表示装置の駆動方
法を実現することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施形態を示すものであり、表示装置の動作を説明する波形図である。
【図２】図１の動作による絵素電極電位の変化を説明する図である。
【図３】本発明の実施形態を示すものであり、表示装置の構成を示すブロック図である。
【図４】図１の表示装置が備える絵素の構成を示す回路図である。
【図５】図１の表示装置が備えるスイッチとその周辺との接続関係を示す回路図である。
【図６】従来技術を示すものであり、表示装置が備える絵素の構成を示す回路図である。
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【図７】図６の絵素の絵素電極電位の変化を説明する図である。
【図８】図６の絵素を備える表示装置の動作を説明する波形図である。
【図９】図８の動作により生じる画面の縞模様を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　本発明の実施形態について、図１～図５を用いて説明すれば以下の通りである。
【００５８】
　図３に、本実施形態に係る液晶表示装置（表示装置）１の構成を示す。
【００５９】
　液晶表示装置１はアクティブマトリクス型の表示装置であり、表示部２と、走査信号線
駆動回路としてのゲートドライバ３と、データ信号線駆動回路としてのソースドライバ４
と、補助容量配線駆動回路５と、ゲートドライバ３、ソースドライバ４、補助容量配線駆
動回路５、および対向電極ＣＯＭを駆動制御するための外部駆動回路６とを備えている。
この液晶表示装置１は、交流駆動としてゲートライン反転駆動を行う。そして、さらに、
正極性データをパネルに供給する期間と負極性データをパネルに供給する期間とで、互い
に補助容量配線ＣＳＬ（後述）に印加する補助容量電位Ｖｃｓの極性を反転させる駆動を
、補助容量配線ＣＳＬごとに行う。
【００６０】
　表示部２は、複数本（ｎ本）の走査信号線としてのゲートラインＧＬ…（ＧＬ１～ＧＬ
ｎ）と、ゲートラインＧＬ…のそれぞれと交差する複数本（ｍ本）のデータ信号線として
のソースラインＳＬ…（ＳＬ１～ＳＬｍ）と、ゲートラインＧＬ…とソースラインＳＬ…
との各交差点にそれぞれ対応して設けられた複数個（ｎ×ｍ個）の絵素ＰＩＸ…とを含む
。また、ここでは図示しないが、表示部２は、ゲートラインＧＬ…と平行に補助容量配線
ＣＳＬ…（ＣＳＬ１～ＣＳＬｎ）を備えており、当該方向に並んだｍ個の絵素ＰＩＸ…か
らなる各絵素行に１本の補助容量配線ＣＳＬが割り当てられている。
【００６１】
　複数の絵素ＰＩＸ…はマトリクス状に配置されて絵素アレイを構成し、各絵素ＰＩＸは
、図４に示すように、ＴＦＴ１１と、液晶容量ＣＬと、補助容量Ｃｓとを備えている。Ｔ
ＦＴ１１のゲートはゲートラインＧＬに、ソースはソースラインＳＬに、ドレインは絵素
電極１２にそれぞれ接続されている。液晶容量ＣＬは、絵素電極１２と対向電極ＣＯＭと
の間に液晶層が配置されてなる容量である。補助容量Ｃｓは、絵素電極１２と補助容量配
線ＣＳＬとの間に絶縁膜が配置されてなる容量である。対向電極ＣＯＭには外部駆動回路
６が備える電源回路で生成されたコモン電位Ｖｃｏｍが印加される。補助容量配線ＣＳＬ
…には、外部駆動回路６が備える電源回路で生成されて補助容量配線駆動回路５に供給さ
れたＨｉｇｈレベルの電圧ＶｃｓｈとＬｏｗレベルの電圧Ｖｃｓｌとから、補助容量配線
駆動回路５によって補助容量配線ＣＳＬごとに生成された補助容量電位Ｖｃｓが印加され
る。液晶容量ＣＬと補助容量Ｃｓとは絵素容量を構成しているが、絵素容量を構成する他
の容量として、絵素電極１２とゲートラインＧＬとの間に形成される寄生容量Ｃｇｄ、対
向電極ＣＯＭとソースラインＳＬとの間に形成される寄生容量Ｃｘ、補助容量配線ＣＳＬ
とソースラインＳＬとの間に形成される寄生容量Ｃｙなどが存在する。寄生容量Ｃｘ・Ｃ
ｙは、従来の図６でも存在するものである。
【００６２】
　外部駆動回路６は、上述のコモン電位Ｖｃｏｍや補助容量電位Ｖｃｓの電圧Ｖｃｓｈ・
Ｖｃｓｌを供給する他に、ゲートドライバ３にゲートクロック信号ＧＣＫおよびゲートス
タートパルスＧＳＰを供給するとともに、ソースドライバ４にソースクロック信号ＳＣＫ
、ソーススタートパルスＳＳＰ、および、表示データＤＡを供給する。
【００６３】
　また、ソースドライバ４のデータ信号出力端子とソースラインＳＬとの間には、スイッ
チとしてのソーススイッチＳＷ（ＳＷ１～ＳＷ２）が設けられている。ここでは、各ソー
ススイッチＳＷは１つのデータ信号出力端子と１つのソースラインＳＬとの間に１つ設け
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られている例について説明する。但し、本発明の表示装置としては、ＳＳＤ（Source Sha
ring Drive）方式で駆動されるもののように、ソーススイッチＳＷが、１つのデータ信号
出力端子とＲＧＢなどの複数のソースラインＳＬ…とのそれぞれの間に１つずつ設けられ
るものでもよい。ＳＳＤ方式の駆動では、各水平期間において、１組をなすＲＧＢの各色
のデータ信号を、組ごとに割り当てられた１つのデータ信号出力端子から分岐用の各ソー
ススイッチを介して時分割で各ソースラインＳＬに出力する。
【００６４】
　図５に示すように、ソーススイッチＳＷは例えばＴＦＴで構成されており、ソースドラ
イバ４の出力アンプ４ａの出力とソースラインＳＬとの間に接続されている。ソーススイ
ッチＳＷのＯＮ／ＯＦＦ制御は、外部駆動回路６から供給される制御信号ｓ０によって行
われる。この場合には、ソーススイッチＳＷは典型的には表示パネル上にモノリシックに
作り込まれる。またこの場合に、ソースドライバ４は典型的にはＩＣとして構成されるが
、表示パネル上にモノリシックに作り込まれてもよい。これらの形態は、例えば多結晶シ
リコン、ＣＧシリコン、微結晶シリコンなどを用いたパネルに適している。
【００６５】
　また、ソーススイッチＳＷは、ＩＣとして構成されるソースドライバ４の内部に備えら
れていてもよいし、表示パネルの外部に設けられてもよい。この形態は、例えばアモルフ
ァスシリコンを用いたパネルに適している。ソーススイッチＳＷとしてはＴＦＴに限らず
、一般の電界効果トランジスタやバイポーラトランジスタなどの任意の形態のスイッチが
使用可能である。
【００６６】
　次に、上記の構成の液晶表示装置１について、装置の起動時の動作を以下に説明する。
【００６７】
　図１に、液晶表示装置の起動時の動作波形を示す。
【００６８】
　この場合に、液晶表示装置はノーマリブラックであるとする。図１には液晶表示装置の
電源投入開始から２フレーム目までの、各ゲートラインＧＬについての駆動波形が示され
ている。
【００６９】
　まず、時刻ｔ０で装置電源の投入が行われて電源投入期間Ｔｂが経過すると、時刻ｔ１
において表示期間に移行する。このときに、同時にソーススイッチＳＷの制御信号ｓ０が
非アクティブ（この例ではＬｏｗレベル＝ＧＮＤ電位）になり、ソーススイッチＳＷはＯ
ＦＦ状態となる。時刻ｔ１までは、制御信号ｓ０の電位レベルは確定している必要がなく
、電源ＯＦＦ状態の環境下で到達したＧＮＤ電位や、電源ＯＦＦ時にソースラインＳＬが
ＧＮＤ電位にリセットされない場合に強制的に印加されるアクティブレベル（この例では
Ｈｉｇｈレベル）などが可能である。
【００７０】
　また、時刻ｔ１には、同時に、外部駆動回路６に備えられた電源回路による補助容量電
源電位Ｅｃｓおよびコモン電位Ｖｃｏｍの立ち上げが行われる。
【００７１】
　表示期間ではまず時刻ｔ１で第１フレームＦ１が開始される。第１フレームＦ１におい
ては、ソーススイッチＳＷをＯＦＦ状態としたまま絵素ＰＩＸを選択し、データ信号はソ
ースラインＳＬに出力されない。但し、データ信号電位極性ＰＯＬに従って、１行目の絵
素ＰＩＸに書き込む表示データを正極性とし、次行以降は１行ずつ表示データの極性を反
転させていく対応付けについては認識しており、この認識結果を補助容量配線ＣＳＬの駆
動に用いるものとする。次フレーム以降は、各行の絵素ＰＩＸに書き込む表示データの極
性を、直前フレームの極性に対して反転させる。液晶表示装置１がノーマリブラックであ
るので、表示期間が開始されてから所定フレームまでは、各絵素ＰＩＸにおいて黒表示を
行う。
【００７２】
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　電源が投入されるまでの電源ＯＦＦ状態において、絵素電極１２は、ハイインピーダン
ス状態にあるＴＦＴ１１、ソースラインＳＬ、および、ハイインピーダンス状態にあるソ
ーススイッチＳＷを介して概ねＧＮＤ電位に落ち着いている。時刻ｔ１でコモン電位Ｖｃ
ｏｍが立ち上がるにつれ、絵素電極電位Ｖｄｒ１は、図２に示すように液晶容量ＣＬを介
したコモン電位Ｖｃｏｍの変動の影響を受けて電圧ΔＶ１だけ突き上げられ、Ｖｃｏｍｏ
ｐ（例えば１Ｖ）まで上昇する。また、ソースラインＳＬの電位は、図４に示した対向電
極ＣＯＭとソースラインＳＬとの間の寄生容量Ｃｘを介したコモン電位Ｖｃｏｍの変動の
影響を受けてΔＶ１だけ突き上げられ、Ｖｃｏｍｏｐ（例えば１Ｖ）まで上昇する。従っ
て、１行目のゲートラインＧＬ１に走査信号Ｖｇ１としてゲートハイ電位Ｖｇｈが供給さ
れる絵素ＰＩＸの選択期間には、ソーススイッチＳＷがＯＦＦ状態であるので、絵素電極
電位Ｖｄｒ１はＶｃｏｍｏｐ（例えば１Ｖ）となる。すなわち、絵素電極１２に電位Ｖｃ
ｏｍｏｐを書き込んだ状態になる。書き込まれた絵素電極電位Ｖｄｒは、図２にＶｂｋ－
（例えば１Ｖ）で示したように、立ち上がったコモン電位Ｖｃｏｍ（例えば２Ｖ）よりも
低いが、走査信号Ｖｇ１がゲートロー電位Ｖｇｌに立ち下がって選択期間が終了すると、
１行目の補助容量配線ＣＳＬ１に印加される補助容量電位Ｖｃｓ１が、それまでのＬｏｗ
レベル（Ｖｃｓｌ）からＨｉｇｈレベル（Ｖｃｓｈ）へと変化する。この補助容量電位Ｖ
ｃｓ１に与えられる上昇の変化により、絵素電極電位Ｖｄｒ１はΔＶ２（例えば２Ｖ）だ
け突き上げられて、Ｖｂｋ＋（例えば３Ｖ）で示すように突き上げ後の電位Ｖｄｒｃｐと
してコモン電位Ｖｃｏｍよりも高いレベルになる。このときの絵素電極電位Ｖｄｒ１とコ
モン電位Ｖｃｏｍとの電位差（Ｖｂｋ＋）－Ｖｃｏｍ＝１Ｖが黒表示レベルの液晶印加電
圧ＶｂＬＣ＋となることで、１行目の黒表示が行われる。
【００７３】
　続いて、図１において、次の水平期間に移り、２行目のゲートラインＧＬ２に走査信号
Ｖｇ２としてゲートハイ電位Ｖｇｈが供給される絵素ＰＩＸの選択期間には、絵素電極電
位Ｖｄｒ２はＶｃｏｍｏｐ（例えば１Ｖ）に書き込まれた状態になる。走査信号Ｖｇ１が
ゲートロー電位Ｖｇｌに立ち下がって選択期間が終了すると、１行目の補助容量配線ＣＳ
Ｌ１に印加される補助容量電位Ｖｃｓ１には変化が与えられず、補助容量電位Ｖｃｓ１は
それまでのＬｏｗレベル（Ｖｃｓｌ：ここではＧＮＤ電位）を継続するので、液晶印加電
圧は図２に示すようにＶｃｏｍ－（Ｖｂｋ－）＝１Ｖとなって、これが黒表示レベルの液
晶印加電圧ＶｂＬＣ－となることで、２行目の黒表示が行われる。
【００７４】
　以降、各水平期間が順次経過するに伴い、奇数行目の絵素ＰＩＸには１行目の絵素ＰＩ
Ｘと同じように、また、偶数行目の絵素ＰＩＸには２行目の絵素ＰＩＸと同じように、絵
素電極電位Ｖｄｒが確定していく。
【００７５】
　時刻ｔ２からは第２フレームＦ２が開始され、制御信号ｓ０がアクティブになってソー
ススイッチＳＷがＯＮ状態となる。この後は、前述の図８と同じ動作となる。
【００７６】
　以上のように、第１フレームＦ１においては、正極性の液晶印加電圧ＶｂｋＬＣ＋と負
極性の液晶印加電圧ＶｂｋＬＣ－とが、互いに同じまたは近い値になっている。これによ
り、正極性の黒表示と負極性の黒表示との階調レベルがほぼ等しくなり、全体的に均一な
黒表示画面を得ることができる。従って、液晶表示装置１の起動時における表示品位の低
下を回避することができる。
【００７７】
　また、上記例では、第１フレームＦ１の正極性の液晶印加電圧ＶｂｋＬＣ＋と負極性の
液晶印加電圧ＶｂｋＬＣ－とが、共に黒表示レベルにある場合を説明した。しかし、表示
モードがノーマリホワイトである場合にも、均一な白表示を実現することができ、同様の
効果を得ることができる。
【００７８】
　また、上記例では、図２の液晶印加電圧ＶｂＬＣ－（例えば１Ｖ）を、従来の図７のＶ
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ＬＣ１－（例えば１．８Ｖ）よりも小さくして他方の液晶印加電圧ＶｂＬＣ＋の階調レベ
ル付近から逸脱しないようにしたので、このときの条件として、
　Ｖｃｏｍ－Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－Ｖｃｏｍ
すなわち、
　Ｖｃｏｍｏｐ＞２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）　　　　　　　　　　　　　・・・・（１）
が成立する。
【００７９】
　あるいは、図２の液晶印加電圧ＶｂＬＣ＋（例えば１Ｖ）を、従来の図７のＶＬＣ１－
（例えば１．８Ｖ）よりも小さくして他方の液晶印加電圧ＶｂＬＣ－の階調レベル付近か
ら逸脱しないようにしたので、このときの条件として、
　Ｖｃｏｍｏｐ＋ΔＶ２－Ｖｃｏｍ＜（Ｖ－）－Ｖｃｏｍ
すなわち、
　Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２　　　　　　　　　　　　　　　・・・・（２）
が成立する。
【００８０】
　式（１）と式（２）とは、それぞれ単独の条件としていずれか一方のみを採用してもよ
いが、式（１）および（２）の両方を満たす、
　２Ｖｃｏｍ－（Ｖ－）＜Ｖｃｏｍｏｐ＜（Ｖ－）－ΔＶ２　　　　・・・・（３）
を採用してもよい。式（３）では液晶印加電圧ＶｂＬＣ＋ＶｂＬＣ－の設定が非常に適切
に行える。
【００８１】
　なお、式（１）および式（２）では、絵素ＰＩＸのＴＦＴ１１がＯＦＦ状態に移行する
ときの引き込み現象によって絵素電極電位Ｖｄｒが微小変動する分を考慮していないが、
近似としては十分である。また、Ｖｃｏｍｏｐはコモン電位Ｖｃｏｍの変動を周辺の様々
な容量との容量結合によって生じるので、Ｖｃｏｍｏｐ＜Ｖｃｏｍの関係は各装置におい
て必然的に得られる。式（１）および式（２）の関係は、設計において、コモン電位Ｖｃ
ｏｍ、データ信号電位Ｖｄａ、液晶容量ＣＬ、補助容量Ｃｓ、寄生容量Ｃｘなどの各値を
調節することで実現することができる。
【００８２】
　式（１）や式（２）の関係を満たすことにより、第１フレームＦ１の正極性の液晶印加
電圧ＶｂＬＣ＋と負極性の液晶印加電圧ＶｂＬＣ－とが、正確に黒表示レベルや白表示レ
ベルのものでなくても、正極性の表示と負極性の表示との階調レベルがほぼ等しく、黒表
示や白表示に近くなるので、従来の縞模様が解消されていることにより、第２フレーム以
降との表示差が緩和され、液晶表示装置の起動時における表示品位の低下を回避すること
ができる。
【００８３】
　また、上記例ではソーススイッチＳＷが備えられる構成であったが、これに限ることは
なく、ソーススイッチＳＷは備えられていないものの、第１フレームＦ１においてソース
ドライバ４の出力アンプ４ａの出力をハイインピーダンス状態にするようにしてもよい。
ハイインピーダンス状態にするには、出力アンプ４ａのバイアス電流を低減あるいは遮断
するなどすればよい。
【００８４】
　また、上記例ではゲートライン反転駆動を行ったが、これに限ることはなく、一般に、
同じ行の全ての絵素ＰＩＸに互いに同じ極性のデータ信号電位を書き込む交流駆動を行う
液晶表示装置であってよい。
【００８５】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
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【００８６】
　本発明は、液晶表示装置を初めとする各種表示装置に好適に使用することができる。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　　　　　液晶表示装置（表示装置）
　２　　　　　　表示パネル
　４　　　　　　ソースドライバ（データ信号線駆動回路）
　４ａ　　　　　出力アンプ
　ＣＳＬ　　　　補助容量配線
　ＳＬ　　　　　ソースライン（データ信号線）
　ＳＷ　　　　　ソーススイッチ（スイッチ）
　Ｆ１　　　　　第１フレーム
　ＰＩＸ　　　　絵素
　Ｖｃｏｍ　　　コモン電位
　Ｖｄｒ　　　　絵素電極電位
　ＶｂＬＣ＋　　液晶印加電圧（正極性の液晶印加電圧）
　ＶｂＬＣ－　　液晶印加電圧（負極性の液晶印加電圧）

【図１】 【図２】
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